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」
一
般
物
慣
と
の
聞
に
知
何
な
る
閣
係
が
あ
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か
P

と
い
ふ
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ほ
、
慨
に
久
し
き
以
前
か
ら
景
気
の
撞
動
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特
に
前
世
相
の
問
十
年
代
に
尤
ソ
フ
ォ
Y

ニ
ヤ
の
金
錆

が
議
見
さ
れ
て
以
来
は
、

資
本
主
義
制
経
梼
の
後
展
に
件
ひ
、

衣
第
に
明
瞭
と
な
っ
て
き
た
景
気
の
消
長
に
つ
れ

て
、
そ
は
常
に
鰹
持
皐
特
に
金
融
論
上
の
花
形
問
題
と
な
っ
て
来
た
。
最
近
世
界
大
戦
後
に
於
い
て
は
、
一
九
二

O

年
の
プ

a

ア
ッ
セ
U
F

曾
議
及
び
一
九
二
二
年
の
ジ
ェ
ネ
ェ
グ
曾
議
の
必
然
的
鯖
結
と
し
て
、
一
九
二
九
年
夏
、
岡
際
聯

盟
財
政
委
員
曾
炉
、
特
に
金
委
員
舎
を
任
命
し
て
、
「
金
購
買
力
の
盤
動
原
因
、
並
に
其
の
各
国
民
の
麗
梼
生
活

へ
の
影
響
を
吟
味
し
、
以
っ
て
比
等
問
題
に
闘
す
る
報
告
を
企
闘
い
」
て
以
来
、
此
の
金
と
一
般
物
憤
水
準
と
の

問
題
は
、
再
び
世
界
金
融
論
壇
上
に
花
々
し
く
盛
場
し
来
り
、
幾
多
の
研
究
乃
至
論
守
は
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
或
は

貰
際
上
よ
り
、
或
は
理
論
上
よ
句
行
は
れ
る
に
至
つ
に
。

.
在
は
巳
に
一
屡
1
こ
の
問
題
を
ぱ
、
或
は
そ
の
賓
際
方
面
か
ら
或
は
そ
の
理
論
方
面
か
ら
取
扱
ひ
、
ま
た
ぞ
の
所

金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

第
四
披

五
四

大ふ
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金
の
意
義
に
就
い
℃

第
三
十
七
巻

五
四

第
四
時
翫

九
陣

見
も
巳
に
数
突
に
一
日
一
っ
て
之
を
遁
ぺ
む
。
此
等
の
結
に
闘
し
て
は
花
は
今
こ
こ
に
特
に
再
び
之
を
繰
返
さ
う
と
は

思
は
な
い
。
唯
こ
こ
に
一
言
し
た
い
こ
と
は
、
謂
は
ゆ
芯
金
載
量
設
の
構
成
要
素
た
る
こ
の
金
と
一
般
物
憤
水
準

と
の
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

凡
ぞ
金
と
一
一
般
物
憤
水
準
と
の
閥
保
守
如
何
に
見
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
金
と
一
一
般
物
情
水
準
に
闘
す
る
あ
ら

ゆ
る
周
題
に
於
い
て
必
や
め
ら
は
れ
来
る
諭
酷
で
あ
り
、
か
〈
で
こ
の
意
味
に
於
い
て
謂
ふ
金
数
量
設
な
る
も
の

の
一
考
ヘ
方
は
、
少
〈
も
こ
の
金
と
一
一
般
物
償
水
準
と
の
闘
係
争
問
題
"
し
す
る
か
r
r
h
.
前
越
金
委
員
合
的
企
固
す

る
多
〈
の
白
的
に
於
け
る
現
象
形
態
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
理
論
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
り
、
然
ら
r
d

る
も
少
〈
も
現
象
形
態
の
背
後
に
ひ
そ
ん
で
、
常
に
現
象
形
態
を
左
右
し
、
且
つ
培
養
す
る
と
こ
ろ
の
豊
能
な
る

理
論
の
温
床
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
ぉ
。
此
の
意
味
に
於
い
て
金
と
一
般
物
債
水
準
と
の
聞
係
を
如
何
に
見
る

か
?
と
い
ふ
問
題
を
ぱ
、
ま
づ
謂
ふ
と
こ
ろ
の
金
数
量
設
を
中
心
と
し
て
考
察
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
、
金
と
一
般

物
債
水
準
な
る
問
題
を
核
心
的
に
把
握
し
得
る
所
以
で
あ
る
と
考
へ
て
い
い
と
信
子
答
。
こ
れ
こ
こ
に
こ
の
問
題

を
提
出
し
た
所
以
で
め
る
。

だ
か
ら
と
云
っ
て
勿
論
在
は
、
こ
の
金
融
論
上
に
於
け
る
迷
宮
的
な
問
題
が
、
今
直
ち
に
こ
こ
で
全
面
的
に
解

決
さ
れ
る
色
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
信
じ
て
ゐ
な
い
し
、
ま
た
解
決
し
ゃ
う
と
も
思
ふ
も
の
で
は
な
い
。
唯
割
仙
の
意

園
は
此
の
間
題
の
所
在
が
如
何
す
る
貼
に
あ
る
か
?

こ
の
迷
宮
的
問
題
へ
の
把
握
は
如
何
な
る
関
係
に
於
い
て

な
ぎ
る
べ
き
で
め
る
か
〉

と
い
ふ
こ
と
を
述
べ
ん
と
す
る
外
他
意
な
い
。
か
く
て
志
の
所
見
は
先
づ
問
題
の
出

拙稿・金をめ「る英悌白論争(経替と経済第『巻第65'虎 pp.821-811);一一:
金問題批剣(経済論叢、第1.11き第2披 pp.148-156);一一伽金問題と同際聯
盟(経瞥と経棒、第2巻第5君主 pp.631-641);一一 金扱量読に就いて(締済
論叢第ロ巻第4-5披、 pp・79-93，pp. 11トロ2);ー一一 金!貯金説白軍基展1=就
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後
知
と
し
て
、
金
数
量
設
に
於
い
て
金
を
以
つ
で
貨
幣
な
り
と
す
る
見
方
に
始
ま
る
。
私
は
更
に
金
を
以
っ
て
商

品
な
り
と
す
る
見
方
を
説
き
、
最
後
に
金
を
以
っ
て
貨
幣
商
品
な
り
と
す
る
見
方
に
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

二
、
問
題
の
出
量
動
1
1
1
金
騒
量
読
の
見
方

l
l金
を
以
つ
で
貨
幣
な
り
と
す
る
見
方

こ
こ
に
提
出
せ
ん
と
す
る
問
題
は
、
金
敷
量
詑
に
つ
い
て
、
金
と
一
一
般
物
償
水
準
と
の
閥
係
は
、
如
何
に
把
握

か
く
て
私
は
、
金
と
一
一
般
物
憤
水
準
L
、
の
開
係
の
見
方
に
於
い
て
、

量
説
JY
ば
こ
の
黙
に
つ
い

τ重
要
観
す
る
立
場
を
正
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
前
逃
せ
る
通
り
で

J

の
4

0

0

会:
致

ぎ
る
ぺ
き
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
め
る
。

川
一
論
、
私
は
、
金
正
一
版
物
憤
水
準
と
の
関
係
企
見
る
に
於
い
て
.
此
く
の
か

z
立
場
の
み
が
認
め
ら
る
べ

xr惟

の
も
の
で
あ
る
と
謂
ふ
の
で
は
な
い
。
然
る
に
も
拘
ら
子
、
在
が
特
に
こ
こ
に
金
数
量
詑
を
出
費
勤
と
せ
る
は
、

今
日
や
〉
も
す
れ
ば
こ
の
一
挙
設
を
以
っ
て
一
の
謂
は
ゆ
る
「
神
事
な
忍
も
の
」
左
考
へ
る
傾
向
が
め
る
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
此
の
皐
設
を
出
費
酷
止
し
て
業
の
批
判
を
行
ふ
こ
と
が
骨
除
船
戸
、
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

元
来
金
数
量
設
を
中
心
と
す
る
此
の
種
の
金
と
一
般
物
債
水
準
と
に
闘
す
名
論
争
は
、
金
生
産
の
増
減
あ
る
場

合
、
こ
れ
を
一
般
物
債
水
準
の
側
に
於
げ
る
麗
化
と
の
闘
係
に
つ
い
て
、
因
果
閥
係
を
求
め
ん
と
す
る
夫
1
の
考

へ
の
相
違
が
根
本
と
な
っ
て
起
っ
た
色
の
で
め
る
。
従
っ
て
、
此
の
種
問
題
の
根
本
的
解
決
の
基
準
は
、
買
に
こ

の
見
方
へ
の
夫
1
の
立
場
が
如
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
3

・

と
い
ふ
こ
と
に
依
存
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
換

一
言
す
れ
ば
此
の
問
題
へ
の
見
方
の
如
何
が
此
の
種
一
般
の
諸
問
題
に
そ
の
と
る
べ
き
指
針
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る

五
四
三

金
の
意
義
に
就
い
で

第
四
披

第
三
十
七
傘

九
1， 
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金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

"3i.. 
1m 
凹

第
四
段

九{ハ

と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

か
〈
て
在
は
、
今
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
更
に
衣
の
一
勤

rけ
を
附
加
へ
る
。
ぞ
れ
は
こ
の
見
方
に
於
い
て
、

私
が
と
ら
う
と
す
る
立
場
は
、
此
等
雨
者
の
閥
係
の
把
握
を
ぱ
賓
際
上
の
問
題
か
ら
出
殺
せ
し
め
ん
左
す
る
も
の

で
あ
h
J
、
抽
象
的
概
念
的
な
見
方
に
は
従
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

上
過
せ
る
が
如
き
意
味
か
ら
し
て
問
題
展
開
の
便
宜
上
、
私
は
ま
づ
謂
は
ゆ
る
金
敷
量
説
的
見
方
の
要
領
を
謹

午

、

〉

O

e

、，、

A

!

"

コ

九

斗

μ

就
が
F... .. 

3T 
L、

引退
闘

」3
L 
し，

<--
ク

I ;t 

ノ12
鍛
f童
話t:
(1) 

梢
~lt 
要
素

特
に
金
な
る
も

入
ト

7
3
タ
〉
・
し
、

{

サ

〆

/

の
が
、
こ
こ
に
提
出
さ
れ
た
問
題
の
性
質
よ
ち
し
て
、
如
何
に
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
p

E
い
ふ
黙
に
止
ま

る
。
一
冗
来
謂
は
ゆ
る
金
数
量
設
な
る
も
の
は
、
|
|
巳
に
多
〈
の
機
舎
に
遁
ぺ
に
と
こ
ろ
で
あ
る
日
か
、
重
ね
て
繰

返
せ
ば
、
5
1
1
金
分
量
と
一
般
物
債
水
準
と
の
聞
係
に
於
い
て
、
金
分
量
の
側
に
於
け
る
韓
化
が
、
金
の
流
通
速

度
に
し
て
一
定
せ
る
限
り
、
一
般
物
債
水
準
を
決
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
一
般
物
債
水
準

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
封
立
す
る
金
な
る
も
の
は
、
商
品
た
る
金
又
は
貨
幣
商
品
た
る
金
の
意
味
で
は
な
く
、
ぞ
は
口
幣
た
る
針
で
あ

り
、
主
(
の
限
h
ノ
に
於
い
て
金
分
量
は
貨
幣
分
量
の
代
表
者
で
あ
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
金
分
量
は
、
こ

の
問
題
に
於
け
る
限
り
、
貨
幣
分
量
の
同
義
語
と
し
て
解
せ
ら
れ
得
る
。
従
っ
て
金
敷
量
設
は
貨
幣
数
量
読
と
同

一
系
統
に
立
つ
色
の
で
あ
り
、
或
は
h

り
し
ろ
金
左
一
般
物
債
水
準
と
の
関
係
を
見
ん
と
す
る
限
り
、
貨
幣
敷
量
設

の
換
骨
奪
胎
者
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。

金
数
量
説
的
見
方
の
後
展
の
根
擦
は
、

一
に
か
く
の
如
き
金
に
謝
す
る
見
方
よ
り
出
費
す
る
。
そ
の
金
分
量

拙稿・金数量有に就いで f崎日空論叢、第ロ巻第4--5'!1!i:pp. 79-93， pp. Il 1-

129) ;一一:金数量殺の費展に就いて(経罪事論叢、官!US1警第I披 pp_88--104) . 
参照
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炉
、
貨
幣
分
量
の
代
表
者
た
る
限
り
、
金
載
量
説
的
見
方
は
疏
通
的
立
場
に
於
い
て
、
金
と
一
般
物
債
水
準
と
の

開
係
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
主
張
こ
そ
は
ま
だ
従
っ
て
必
然
的
に
こ
の
構
成
要
素
の
見
方
に
つ
い
て

色
、
ふ
工
齢
ち
貨
骨
骨
と
し
て
の
観
念
と
し
て
あ
ら
は
れ
来
ら
ま
る
を
得
な
い
川
。

こ
こ
に
於
い
て
最
色
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
金
な
る
も
の
の
金
数
量
設
構
成
要
素
に
於
け
る
意
味
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
金
数
量
設
の
構
成
要
素
た
る
金
分
量
な
る
も
の
に
於
け
る
考
へ
方
の
脱
税
展
で
あ
る
。

惟
ふ
に
最
も
素
朴
的
な
形
態
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
た
金
分
量
は
合
産
額
ぞ
れ
白
鱒
で
め
ら
う
。
併
し
、
質
際
上

よ
り
見
れ
ぽ
、
金
産
額
の
縮
瞳
な
る
も
の
が
貰
質
的
に
流
・
通
部
面
に
あ
ら
は
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
流
通
部
面

に
於
げ
£
限
、
り
、

か
〈
の
畑
岩
見
方
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
c

兎
に
日
一
暢
的
に
謂
へ
ば
、

λ
込
ト
仁
也
邑
宵
H

P少

tJ
〉
、
ノ
炉

/
三
疋
=
同
作
品
覗

T
e
，/屯

J
;レ
l

於
い
て
は
、

先
づ
工
業
用
金
、
退
蕪
金
が
問
題
と
な
る
。
或
は
工
業
用
金
の
如
き
は
金
債
格
の
騰
貴
に
つ
れ
、

に
流
通
部
面
に
あ
ら
は
れ
来
る
と
い
ふ
見
方
も
あ
る
が
、

金
工
業
に
於
い
て
は
屡
1
少
か
ら
ぬ
加
工
費
を
要
し
て

ゐ
る
か
ら
、

其
の
結
は
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
現
一
曲
現
金
と
い
っ
て
も
、
装
飾
品
其
他
の
意
味
に
於
げ
る

も
の
は
と
色
か
〈
、

謂
は
ゆ
石
印
度
、
域
及
、

支
那
等
に
於
け
る
退
燕
金
は
、

あ
た
か
も
未
だ
採
掘
さ
れ
な
い
金

錆
に
横
は
る
慮
女
金
に
色
比
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
謂
ム
・
と
こ
ろ
の
貨
幣
金
の
如
〈
流
通
部
面
へ
の
出
入
は
容

am
で
な
い
。

か
〈
て
金
分
量
な
る
も
の
の
意
義
は
、
金
敷
量
設
的
見
方
の
愛
展
に
於
け
る
限
り
、
必
然
的
に
貨
融
市
分
量
を
意

味
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
こ
の
理
論
上
に
於
け
る
見
方
の
後
展
が
、
自
ら
こ
の
見
方
の
弱
酷
を
合
む
に
至
る

金
由
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

五
四
五

第
四
披

先品
七

常

6) 拙稿:金豊主量設に就いて(経済論叢、第沿巻第I!虎pp.8'1-91)参照
7) 拙稿上掲論文、 pp.87-104. 
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こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
は
生
産
さ
れ
た
金
に
つ
い
て
謹
べ
に
も
の
で
あ
る
が
、
調
外
取
引
の
結
果
、
杭
入
し
来
る
金
又
は
流

出
し
去
る
金
に
封
し
て
は
、
ぞ
は
一
冗
来
中
央
銀
行
に
於
け
る
後
行
準
備
に
あ
て
ら
れ
、
又
は
あ
て
ら
れ
て
ゐ
た
も

の
と
し
て
、
其
の
金
分
量
が
直
ち
に
貨
幣
分
量
宏
指
す
こ
と
は
勿
論
で
め
る
。

更
に
附
言
的
に
一
五
へ
ば
、

一
般
物
慣
水
準
に
つ
い
て
も
、
之
を
ぽ
或
ほ
流
通
的
に
見
る
も
の
と
、
或
は
生
産
的

l

J

l

j

，

〉

7
、

司

i
i
:
:
l
i
-
-

p
t
F
U
J
J一
!
と

'
t
d
h
d
M

ぞ
の
梢
成
要
素
と
し
7
・
の
志
味
?
異
に
す
田
引
き
で
あ
芯
ご
L
」は、

;
1
2
E
E
E
E
、

》

L
》

宅
亡
生
ア
ト
喝
4

F

P

V
一、

f
，
d
E
l

こ
ろ
で
あ
る
。
此
の
問
題
が
こ
の
視
角
に
於
い
て
従
来
あ
ま
り
論
ぜ
ら
れ
た
る
を
聞
か
な
い
。
尤
も
サ
ヲ
エ

Y
ペ

ヅ
グ
指
数
の
如
き
は
確
か
に
流
通
中
心
的
な
指
数
と
し
て
の
金
敷
量
説
的
要
素
と
考
へ
ら
れ
は
す
る
が
。

な
ほ
ま
た
蔑
さ
れ
た
も
の
と
し
て
流
通
蓮
度
が
あ
る
。
琉
通
蓮
度
に
闘
し
で
は
一
般
に
は
問
題
の
複
雑
性
を
避

け
て
常
に
一
定
と
偲
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
批
判
的
立
場
か
ら
は
屡

z
論
議
さ
れ
る
離
で
あ
あ
。
今
こ
こ
で
は

立
入
ら
な
い
。

最
後
に
一
言
断
っ
て
置
く
べ
き
こ
と
は
、
合
数
量
設
が
貨
幣
敷
量
設
の
化
身
で
あ
る
と
す
る
時
に
於
い
て
、
金

の
背
後
に
は
謂
は
ゆ
ろ
貨
幣
の
分
量
の
み
な
ら
争
、
夏
に
庚
義
に
信
用
貨
幣
に
闘
す
る
考
察
も
存
在
し
苛
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
金
数
量
設
の
愛
展
に
つ
い
て
の
ぺ
士
通
り
で
あ
か
。
敢
え
て
再

言
し
な
い
。

此
等
金
、

一
一
般
物
慣
水
準
又
は
流
通
速
度
の
如
き
、
こ
の
種
構
成
諮
要
素
の
個
別
的
研
究
は
、
夏
以
此
等
諾
要

拙稿:上掲論女、 pp.91-93・
拙稿:よ摘論文(経済論議、第33巻第5務 p.110) 

拙稿:金数量設のf華麗に就いて(経済論叢、第3舛是第 l，;，¥:pp. 94-98) 

8) 
9) 
10) 



素
が
結
合
さ
れ
、
そ
の
結
合
の
金
一
瞳
が
其
の
作
用
態
に
於
い
て
如
何
に
把
握
さ
れ
る
か
下

一
層
問
題
を
ぱ
展
開
せ
し
め

Y
る
ぞ
得
な
い
。
今
概
言
的
に
謂
へ
ば
、

一
般
物
債
水
準
に
封
し
て
同
時
に
且
つ
一
般
的
に
影
響
す
る
左
い
ふ
こ
と
に

と
い
ふ
貼
を
封
象

と
す
る
に
於
い
て
、

こ
の
展
開
の
要
旨

は
、
金
生
産
の
遷
化
な
る
も
の
は
、

蹄
着
す
る
。
繰
返
し
て
論
じ
ゃ
う
。

組
じ
て
金
数
量
説
的
見
方
と
謂
ば
れ
る
も
の
の
作
用
態
を
吟
味
す
る
と
、
金
の
捷
化
は
一
般
物
債
水
準
に
封
し

、
、
、
、
、
、
、
.
、

て
、
同
時
に
且
つ
一
般
的
に
影
響
す
る
と
考
へ
ら
れ
で
ゐ
る
。
従
っ
て
こ
の
見
方
に
於
い
て
は
、

金
創
ち
金
分

量
と
一
一
般
物
債
水
準
と
の
作
用
態
に
於
け
る
聞
係
は
、

、
、
.
、
、
、
、
、
、
"

に
封
し
同
一
向
に
日
つ
一
般
的
に
影
響
す
る
と
考
へ
る
も
の
℃
冷
る
c

金
分
量
が
貨
幣
分
量
の
代
表
者
と
し
て
、

一
般
物
慣
水
準

要
す
る
に
金
敷
量
設
な
る
色
の
は
、
障
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
謂
は
ゆ
ろ
貨
幣
毅
量
設
な
る
色
の
と
同
一
系
統

に
た
っ
表
現
で
め
る
。
従
っ
て
、
私
が
更
に
以
下
論
ぜ
ん
と
す
る
金
と
一
般
物
債
水
準
と
の
作
用
態
に
於
け
る
結

合
関
係
の
限
り
に
就
い
て
の
金
数
量
設
の
内
容
な
る
も
の
も
亦
、
貨
幣
数
量
設
の
内
容
と
同
一
系
統
に
に
つ
。

か
く
し
て
等
し
く
数
量
説
的
立
場
に
よ
石
限
り
、
貨
幣
数
量
設
に
於
い
て
は
、
貨
幣
分
量
が
一
一
般
物
慣
水
準
を

決
定
す
る
と
謂
ひ
、
ま
た
金
数
量
詑
に
於
い
て
は
、
金
分
量
が
一
一
般
物
慣
水
準
を
決
定
す
る
と
謂
ふ
。
従
っ
て
後

の
場
合
は
屡
設
せ
る
如
〈
、
金
分
量
は
金
分
量
卸
も
貨
幣
分
量
な
る
考
へ
方
を
通
じ
て
一
般
物
債
水
準
を
決
定
す
・

る
と
謂
ふ
の
意
味
に
解
す
べ
く
、
換
言
す
れ
ば
金
分
量
が
直
接
に
貨
幣
分
量
と
相
通
や
る
も
の
な
る
が
故
に
、
又

は
間
接
に
貨
幣
分
量
を
代
表
し
得
る
も
の
な
る
が
故
に
、
其
の
限
り
に
於
い
て
、

一
般
物
債
水
準
は
金
分
量
に
よ

金
の
意
義
に
就
い
て

第
コ
一
十
七
巻

五
四
七

第
四
波

九
九



会
の
意
義
に
就
い
て
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十
七
巻

五
四
八
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披

一O
O

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

一
般
物
債
水
準
が
金
分
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
だ

か
ら
こ
の
考
へ
方
に
よ
る
限
旬
、
金
分
量
が
す
く
な
く
も
貨
幣
分
量
の
代
表
者
で
あ
る
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら

s
t

炉、。

す

J

一l
wム

寸
か
〈
の
如
き
意
味
の
数
量
説
に
よ
る
と
き
は
、
貨
幣
分
量
は
一
定
時
に
於
い
て
取
引
数
量
と
濁
立
せ
し
め
ら

れ
、
そ
こ
じ
物
位
の
高
S
が
決
定
さ
れ
る
。
か
く
の
如
、
P

作
用
離
の
限
ち
に
於
り
あ
考
へ
方
で
は
、
賞
鮮
は
憤
備

な
(
〉
寸
流
通
部
面
じ
入
り
水
市
h
i
商
品
、
h
市
川
憤
格
な
(
〕
て
疏
通
部
聞
に
入
り
来
っ
て
、
供
ふ
後
商
品
綿
量
の

一
部
と
金
分
量
の
一
部
と
が
交
換
さ
れ
、
金
分
量
の
麗
化
帥
ち
貨
幣
分
量
の
麗
化
が
一
一
般
物
債
水
準
に
向
っ
て
、

同
時
に
且
つ
一
般
的
に
影
響
す
る
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
資
本
主
義
制
鰹
樺
祉
舎
に
於
い
て
、
一
般
物
債
水
準
に
影
響
す
る
金
需
要
の
増
加
は
、
常
に
資

本
閥
係
従
つ
て
は
ま
仁
利
潤
閥
係
に
依
っ
て
結
合
さ
れ
る
雨
者
の
作
用
態
を
通
じ
て
の
み
理
解
さ
れ
る
。
車
に
金

分
量
の
増
加
を
以
っ
て
貨
幣
分
量
の
増
加
'
と
な
し
、
ぞ
が
直
ち
に
商
品
に
封
す
る
需
要
を
つ
〈
る
と
見
る
が
如
き

は
、
会
〈
資
本
主
義
制
経
持
枇
曾
に
於
け
る
金
の
、
従
つ
て
は
貨
幣
の
作
用
に
劃
す
る
理
解
を
示
す
も
の
で
は
な

い
。
資
本
主
義
制
経
掛
世
曾
に
於
い
て
は
、
資
本
家
が
資
本
を
遇
じ
て
利
潤
ぞ
追
及
す
る
過
程
に
於
い
て
、
始
め

て
金
、
従
っ
て
貨
幣
は
異
の
購
買
力
と
し
て
勤
〈
。

か
く
て
金
分
量
又
は
貨
幣
分
量
、
或
は
一
般
物
慣
水
準
の
内
容
に
闘
し
て
如
何
に
詳
細
な
る
分
析
が
行
は
れ
や

，
っ
と
も
、
上
越
せ
る
金
敷
量
説
的
見
方
の
限
り
に
於
い
て
は
、
そ
の
構
成
要
素
の
作
用
態
に
於
げ
る
相
五
的
関
係



、
、
、
、
守
、
、
，

の
把
握
は
、
上
越
せ
る
意
味
に
於
い
て
無
機
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
之
を
否
定
し
得
な
い

φ

前
断
る
ま
で
も
な
い
と
信
守
る
が
、
か
く
の
如
、
き
載
量
説
的
見
方
の
問
題
と
な
る
の
は
、
勿
論
金
本
位
の
限
h
J

に
於
い
て
で
あ
る
。
不
換
紙
幣
本
位
ま
た
は
自
由
錆
遣
の
禁
止
さ
れ
た
金
本
位
の
如
き
場
合
に
謝
し
で
は
妥
営
し

な
い
。
蓋
し
上
通
せ
る
却
き
慣
値
章
標
の
蹴
退
、
帥
ち
紙
幣
本
位
の
疏
通
に
於
い
て
は
、
貨
幣
に
閲
す
る
流
通
法

則
は
逆
で
あ
る
。
本
来
金
な
る
も
の
が
疏
通
す
る
の
は
金
が
債
値
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
紙
常
本
位
の

場
合
は
、
そ
の
債
値
は
流
通
に
よ
っ
て
生
や
る
。
金
の
流
通
分
量
な
る
も
の
は
、
商
品
交
換
債
値
の
一
定
せ
る
と

き
は
、
自
ら
金
債
値
に
よ
っ
て
決
定
す
る
け
れ
ど
も
、
紙
幣
慣
値
な
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
専
ら
紙
幣
の
流
通
分

量
の
如
何
に
よ
る
。
ゆ
忍
に
金
の
流
通
分
量
山
川
、
商
品
償
格
の
騰
落
す
る
に
従
っ
て
増
減
す
る
が
、
商
品
の
慣
特

は
紙
幣
の
流
通
分
量
の
多
少
に
従
っ
て
騰
落
す
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ド
よ
る
と
謂
は
ゆ
る
数
量
設
の
安
営
限
界
は
、

紙
幣
疏
通
に
闘
す
る
限
り
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
数
量
読
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
通
じ
、
貨
幣
分

量
と
一
一
般
物
債
水
準
、
従
つ
て
は
金
分
量
と
一
般
物
債
水
準
と
を
規
定
す
る
法
則
な
り
と
す
る
こ
と
は
不
営
で
あ

る
。
こ
れ
全
く
貨
幣
の
機
能
を
ぱ
専
ら
流
通
手
段
と
し
て
の
方
面
よ
り
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
債
値
退
嬬
手

段
又
は
支
抑
手
段
と
し
て
そ
の
機
能
を
考
慮
せ
ゴ
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
遁
り
、
金
数
量
設
を
ば
、
貨
幣
敷
量
説
的
見
方
よ
り
論
じ
た
る
限
り
に
於
い
て
は
、

如
く
、
金
分
量
一
か
貨
幣
数
量
を
通
じ
て

-rhrb
引
↓
砂
除
口
、

己
に
遁
ペ
た
る
が

一
般
物
債
水
準
に
影
響
す
る
と
い
ふ
馳
に
蹄
着
す

る
が
、
な
ほ
こ
の
貨
幣
数
量
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
場
の
分
類
に
よ
り
、
そ
の
主
張
は
必
や
し
も
之
の
み
に
限

金
白
意
義
に
就
い
で

第
三
十
七
巻

五
四
九

第
四
時
耽

O 

Varga: 金生産と物債騰貴(笠信太郎爵~:金と物債 p.4) )
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金
の
意
義
に
就
い
て

る
も
の
で
は
な
い
ο

唯
私
は
上
通
せ
る
如
〈
賓
際
問
題
即
ち
金
委
員
舎
の
中
心
問
題
と
し
て
の
数
量
設
を
と
り
あ

第
三
十
七
巻

五
五

O

第
四
披

O 

げ
た
の
で
、
こ
こ
に
は
実
の
他
の
貼
に
は
ふ
れ
な
い
で
、
専
ら
上
越
せ
る
如
き
相
に
於
け
る
数
量
設
を
ぱ
濁
象
と

し
に
の
で
あ
る
。

一
二
、
金
を
以
っ
て
商
品
な
り
と
す
る
見
方

-A
、、
l

，
-
-
F
a
-
-
-
'

』

F
/

、

砂川

F
-
仁
よ
〈
仁

F3lh

t
'
l
〉
唱
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I
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‘

1

1
・

'

f
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'

'

，、、

盆
を
い
ど
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v

ー
品
作
品
lheft外
す
ご
J
L
件
喝
を

E
F・
2
き
い
k

会
生
音i

於
C 
JZ 

雛
イt

ま

た
他
の
一
般
商
品
生
産
に
於
げ
る
麓
化
と
同
一
の
作
用
を
示
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

に
劃
す
る
作
用
は
、

一
般
物
債
水
準

金
生
産
部
門
に
於
げ
る
金
に
る
商
品
生
産
の
麗
化
の
程
度
に
於
い
て
影
響
す
る
ω
故
に
金
商

従
っ
て
、

品
の
生
産
部
面
に
於
け
る
獲
化
は
、

の
鍾
化
と
し
て
、

之
を
以
っ
て
直
ち
に
金
数
量
読
の
場
合
の
如
〈
、
一
般
物
債
水
準
構
成
要
素

貨
幣
金
分
量
が
貨
幣
分
量
を
通
じ
て
一
般
物
.
憤
水
準
の
上
に
同
時
に
且
つ
一
般
的
に
影
響
す
る

と
見
る
が
如
き
立
場
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

か
く
の
知
〈
金
を
以
っ
て
商
品
な
り
と
す
る
意
味
に
於
い
て
は
、

金
は

其
他
の
商
品
と
同
じ
〈
、
本
来
商
品
と
し
て
債
値
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
貨
幣
分
量
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
寧
ろ
商
品
側
に
於
け
る
事
情
炉
、
疏
通
上
必
要
と
す
る
貨
幣
分
量
を
決
定
す
る
と
い
ふ
見
方
で
あ
ム
。

然
ら
ば
商
品
七
る
金
に
於
け
る
麓
化
は
如
何
に
し
て
一
一
般
物
債
水
準
に
影
響
す
る
か
?

此
の
場
合
、
金
生
産
の
麗
化
が
一
般
物
債
水
準
に
封
し
て
結
合
さ
れ
る
事
情
は
、
金
数
量
設
に
於
げ
る
が
如
く

同
時
に
且
つ
一
般
的
に
で
は
な
く
、
寧
ろ
反
割
に
逐
次
に
且
つ
部
分
的
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

紳戸博士・貨幣数量殺に関する諸説(理論題jJ!，'.pp. I67-!97);高岡博士:
経済肇新議第三者番(貨幣の理論)pp. 296-297; KJ】maieI':Quantitats theone， 
S. 34・
Bauer 金生産と物償騰貴f笠信太郎欝:金と物作 pp.123-][25) 
Noe:aro・Laquestion dよi'ordevarif ia So!::凶 eOt出J¥.....ations (Revue d'邑Cono-
mi; politiqueι5e Annee， No. J. P・34);Bauer:: op. ci.t. pp・123-125.
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前
者
を
強
ひ
て
流
通
中
心
的
見
方
と
謂
へ
ば
、
或
は
生
産
中
心
的
見
方
で
あ
る
と
い
ひ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ム
。

然
ら
ぱ
其
の
過
程
は
如
何
?

今
此
等
の
勤
に
於
け
る
進
行
を
の
べ
る
に
先
立
ち
、
結
論
的
に
之
を
要
約
す
る
と
、
先
づ
第
一
段
階
に
は
、
資

本
主
義
制
経
持
枇
舎
に
と
っ
て
の
吐
曾
的
生
産
部
門
に
於
げ
る
生
産
費
の
麓
化
は
、
各
種
生
産
部
門
に
於
け
あ
資

本
の
分
配
を
麗
夏
し
、
第
二
段
階
に
は
、
こ
の
た
め
商
品
市
場
に
於
い
て
需
要
と
供
給
と
の
問
に
聾
化
が
起
り
、

例
へ
ば
そ
の
生
産
費
の
低
下
せ
る
生
産
部
門
内
に
於
い
て
は
、
供
給
の
増
加
が
偲
越
せ
ら
れ
、
そ
は
相
謝
的
仁
他

の
す
べ
て
の
生
産
部
門
内
に
於
い
て
そ
の
供
給
を
綬
漫
な
ら
し
め
る
。
反
封
の
場
合
は
、
事
情
は
そ
の
反
封
で
あ

る
の
か
〈
て
最
後
ド
第
三
段
階
じ
は
武
一
の
結
果
2
し
て
、
例
へ
ば
生
産
費
の
侃
下
せ
る
生
産
部
門
の
商
品
借
格
が

下
落
す
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
こ
の
事
情
は
あ
ら
ゆ
る
他
の
生
産
部
門
に
波
及
し
て
、
こ
こ
に
一
般
物
債
水
準
の

下
落
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
反
封
の
場
合
は
其
の
結
果
は
ま
た
そ
の
反
封
で
あ
る
。

以
下
金
と
一
般
物
債
水
準
と
の
閥
係
を
問
題
と
す
る
限
り
、
特
に
商
品
生
産
と
し
て
の
金
を
例
と
し
て
説
明
す

る
。
例
へ
ば
線
生
産
費
が
一
千
高
固
に
蓬
す
る
一
金
鏡
あ
り
と
し
、
経
笹
者
は
こ
の
金
生
産
に
於
い
て
一
千
育
高

固
の
金
を
獲
得
す
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
こ
の
金
山
に
於
け
る
利
潤
峯
は
一

C
バ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
。

今
一
般
枇
舎
に
於
け
る
平
均
利
潤
率
も
亦
一

O
パ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
と
す
る
場
合
、
更
に
他
に
こ
の
金
鑓
よ
り

も
な
ほ
多
額
の
生
産
を
な
す
金
鎮
め
ち
と
間
限
定
す
る
。
か
〈
の
如
去
、
金
鍍
は
前
の
金
鍍
に
劃
し
て
謂
へ
ば
、

の

差
額
地
代
を
有
っ
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
き
際
、
金
鎮
の
採
掘
者
及
び
所
有
者
が
同
一
人
格
に
非
ぎ
る
と
き

金
の
意
義
に
就
い
て

五
五

第
三
十
七
巻

第
四
競

一0
2

一

Senior: Three Lectures on the Value of Money， p. 101.; Mill， J. S.: 
~rinciples of Politica.l Economy， p・499
Hauer: Op. cit. p. 133. 
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金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

五
五

第
四
時
制

一O
四

は
、
こ
こ
に
生
守
る
そ
の
差
額
地
代
は
金
鋸
所
有
者
の
所
有
に
踊
し
、
金
鋸
採
掘
者
は
専
ら
一

0
.ハ
ア
セ
ン
ト
の

卒
均
利
潤
を
獲
得
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
総
生
産
費
一
千
高
固
に
封
し
、
生
産
額
一
か

一
千
百
高
固
に
蓮
せ
ぎ
る
金
錆
所
有
者
の
粧
品
首

は
、
原
則
左
し
て
不
可
能
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
他
の
総
て
の
生
産
部
門
に
於
い
て
一

O
バ
ア
セ
ン
ト
の
利
盆
を

獲
得
し
得
る
に
営
り
、
原
則
的
に
謂
っ
て
特
に
金
鍾
な
り
と
云
つ
で
も
、
ぞ
れ
以
下
の
利
潤
に
も
か
、
は
ら
や
経

楼
す
る
こ
'
と
は
、
資
本
主
義
的
原
則
の
限
h
ノ
、
そ
の
認
め
ら
れ
ゴ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
場
合
、
も
し
生
産
豊
い
か
低
下
し
、
こ
れ

t
ょ
っ

T
同
じ
一
千
諒
闘
の
郁
生
産
設
仁
於
い
て
、

二
百
高
固
の
金
が
生
産
さ
れ
る
と
仮
定
せ
ば
、
此
の
場
合
こ
の
金
鋸
に
於
け
る
利
潤
宰
は
、
一
躍
一

C
バ
ア
セ
ン

ト
よ
り
二

0.ρ
ア
セ
ン
ト
に
増
加
し
、
金
銭
の
粧
品
百
は
、
卒
均
利
潤
卒
以
上
の
利
潤
獲
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
に

至
る
。こ

の
意
味
に
於
け
る
利
潤
増
加
(
以
下
之
に
準
十
)
は
、
か
く
の
如
き
金
銭
に
劃
し
て
必
然
的
に
新
資
本
を
導
入

す
る
。
従
来
、
金
績
に
し
て
一

0.ρ
ア
セ

y

ト
の
利
潤
が
獲
得
さ
れ
る
も
の
は
粧
雌
寓
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
利
潤

率
よ
り
小
な
る
利
潤
を
あ
げ
る
金
鋳
に
劃
し
て
は
、
金
生
産
に
於
け
る
粧
替
は
原
則
的
に
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。

従
っ
て
此
の
場
合
蓄
積
資
本
は
、
金
錆
経
替
に
は
用
ひ
ら
れ
や
、
常
に
他
の
よ
り
有
利
な
る
生
産
部
門
へ
と
疏
れ

て
ゐ
た
。
ム
ー
や
此
の
意
味
に
於
げ
る
資
本
は
、
金
企
業
に
於
げ
る
利
潤
増
加
の
後
生
に
よ
っ
て
新
に
金
企
業
へ
投

下
き
れ
る
に
至
る
。
卸
ち
銀
行
は
金
企
業
に
封
し
て
資
本
を
投
下
し
、
株
式
市
場
は
喜
ん
で
金
企
業
に
於
け
る
株

、

一

e
p
ル

い

P
手
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式
を
引
受
け
る
。
か
く
し
て
金
企
業
に
於
げ
る
利
潤
増
加
に
よ
り
、
個
々
の
生
産
部
門
へ
の
吐
舎
的
責
本
の
分
配

が
鍾
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
〈
て
起
る
問
題
は
、
一
の
金
生
産
部
門
の
事
情
に
於
い
て
麓
夏
さ
れ
た
枇
曾
的

資
本
の
分
配
が
、
他
の
商
品
生
産
部
門
に
於
い
て
如
何
に
行
は
れ
、
そ
が
商
品
債
格
に
封
し
て
如
何
に
作
用
す
る

品
H
F
-

正
い
ふ
こ
と
に

J

の
る
。

此
の
場
合
先
づ
誼
目
さ
る
べ
き
方
面
は
、
ぞ
が
他
の
商
品
需
要
ぞ
増
加
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
削
ち

利
潤
増
加
に
仲
ふ
金
企
業
へ
の
費
本
移
動
は
、
そ
の
金
企
業
自
岨
胞
の
生
産
手
段
並
仁
金
企
業
系
統
帥
労
働
者
の
生
活

手
段
へ
の
需
要
伝
高
め
‘
更
に
こ
の
こ
と
は
、
金
鏑
地
方
に
於
け
る
不
在
資
本
家
却
ち
金
鏑
曾
枇
の
株
主
並
に
金

鎖
閥
係
銀
行
株
主
、
最
後
に
株
式
頁
買
業
者
の
購
貿
力
な
増
加
壮
一
し
め
る
と
い
ふ
に
と
℃
冷
る
c

更
に
醸
っ
て
商
品
市
場
に
於
け
る
供
給
方
面
に
つ
い
て
見
る
と
き
は
、
無
論
商
品
の
供
給
は
増
加
す
る
。
蓋
し

金
企
業
の
利
潤
の
一
部
は
蓄
積
さ
れ
、
生
産
憤
張
に
設
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
こ
の
商
品
供
給
の
増
加

は
、
金
生
産
に
於
げ
る
新
生
産
手
段
に
そ
の
資
本
が
向
け
ら
れ
る
と
き
は
、
ぞ
の
然
ら
r
d

る
と
き
よ
り
も
よ
り
緩

漫
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
金
生
産
の
技
術
に
於
い
て
準
歩
が
起
ら
な
い
場
合
に
於
い
て
は
、
生
産
手
段
方
面
に

投
下
さ
れ
る
資
本
は
、
蓄
積
責
本
中
の
僅
少
の
部
分
に
遁
ぎ
示
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
蓄
積
資
本
の
殆
ん
ど
縄
て

が
他
の
商
品
の
横
張
生
産
に
投
下
き
れ
る
こ
正
を
意
味
す
る
け
れ

E
も
、
こ
れ
に
反
し
て
余
生
産
に
於
げ
る
新
生

産
手
段
の
採
用
は
、
新
な
る
蓄
積
資
本
の
一
部
を
ぱ
営
然
こ
れ
に
利
用
せ
し
め
一
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他
の
生
産

部
門
に
於
け
る
利
用
は
、
そ
の
差
額
に
謝
し
て
の
み
行
は
れ
る
こ
司
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

金
の
意
義
に
就
い
で

第
三
十
七
巻

五
五
三

第
四
競
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金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

五
五
凶

第
四
時
現

一O
六

要
す
る
に
、
か
〈
の
如
き
過
程
に
於
い
て
見
出
さ
れ
る
航
態
は
、

一
般
的
に
謂
っ
て
金
企
業
に
於
け
る
技
術
的

進
歩
炉
、

一
方
、
商
品
市
場
に
於
げ
る
需
要
の
増
加
を
生
ぜ
し
め
る
と
共
仁
、
他
方
、
商
品
市
場
に
於
げ
る
供
給

の
緩
漫
な
る
増
加
を
惹
き
起
す
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
こ
主
で
あ
る
が
、
結
局
こ
れ
ら
の
閥
係
は
商
品
債
格
営
騰
貴

せ
し
め
、
こ
れ
に
伴
っ
て
利
潤
率
を
増
加
せ
し
め
る
こ

k
に
な
る
。

か
く
て
商
品
に
針
す
る
需
要
の
増
加
、
商
品
債
格
及
び
利
潤
率
の
増
加
は
、
更
に
そ
の
影
響
を
撰
大
す
る
。
商

ロ
聞
の
買
わ
は
同
滑
と
な
り
、
之
に
よ
る
好
景
気
の
波
ぞ
利
用
き
れ
る
。
す
べ
て
の
商
品
は
そ
の
買
買
が
迅
速
に
行
は

れ
、
従
り
て
資
本
の
回
輯
容
は
椴
加
し
。
資
本
め
循
環
期
間
は
短
縮
さ
れ
号
従
勺
吃
恥
い
と
ひ
費
広
釦
円
骨
量
い
か
↑

定
で
あ
る
と
し
て
も
、
資
本
家
は
そ
の
生
産
を
瞭
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
資
本
家
は
従
前
よ
り
多
数
の
勢

働
者
笠
雇
一
ひ
、
従
前
よ
り
多
敷
の
原
料
に
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
〈
て
従
前
よ
り
多
数
の
勢
働
者
主
雇
入

れ
る
こ
と
の
可
能
は
、
州
労
働
市
場
に
劃
す
る
需
要
の
増
加
で
あ
り
、
失
業
者
の
一
部
就
職
で
あ
る
。
品
労
働
者
の
就

職
は
自
ら
そ
れ
だ
け
そ
の
生
活
資
料
の
需
要
を
増
加
せ
し
め
、
か
く
て
生
活
資
料
の
債
格
は
騰
貴
す
る
3

又
従
前

よ
カ
多
量
の
原
料
に
加
工
し
特
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
工
業
加
工
原
料
の
需
要
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
は
ま
た
ぞ
の
債
格
そ
も
騰
貴
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
活
資
料
並
に
原
料
生
産
開
係
の
生
産

部
門
に
於
け
る
景
気
は
動
く
。
か
〈
て
こ
こ
民
於
い
て
も
亦
、
生
産
の
蹟
張
が
行
は
れ
、
ぞ
は
ま
た
こ
れ
に
伴
ふ

原
料
及
び
生
活
資
料
へ
の
需
要
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
か
く
し
て
す
べ
て
の
商
品
債
格
に
於
い
て
、
そ

の
高
騰
傾
向
が
夏
に
強
ま
る
。
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資
本
主
義
制
粧
静
一
枇
舎
に
於
け
ろ
資
本
家
は
、

か
く
の
如
き
生
産
情
張
に
於
い
て
は
、
菅
に
自
己
資
本
の
刺
用

に
止
ら
?
、
更
に

凡
そ
こ
れ
ら
の
閥
係
が
堆
積
し

一
般
資
本
そ
も
吸
牧
せ
ん
と
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
が
、

て
、
こ
こ
に
一
般
物
債
水
準
な
る
も
の
の
騰
貴
が
考
へ
ら
れ
る
。
遣
の
場
合
は
ま
た
概
ね
反
封
で
あ
る
。
或
は
か

く
の
如
き
金
鋸
業
に
於
け
る
利
潤
率
増
加
の
結
果
は
、
軍
に
金
鏑
業
資
本
家
の
一
審
修
的
需
要
を
増
加
す
る
に
過
ぎ

な
い
と
か
、
又
は
金
錆
業
資
本
家
の
獲
得
す
る
利
潤
は
、
世
界
貿
易
に
於
け
る
商
品
総
額
に
比
し
て
僅
少
で
あ
る

と
い
ふ
が
如
き
論
者
あ
る
も
、
併
し
そ
は
資
本
主
義
制
鰹
掛
枇
舎
に
於
け
る
産
業
各
部
門
一
で
本
質
的
じ
信
用
を

通
じ
て
有
機
的
関
係
に
置
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
な
忠
れ
た
も
の
で
あ
る
と
一
五
へ
る
。
此
等
の
事
情
を
通
じ
て
注
意
す
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貴
又
は
下
落
を
ぱ
、

流
通
貨
幣
の
代
表
者
に
る
金
と
、
責
ら
る
べ
き
商
品
と
の
聞
係
か
ら
導
〈
の
で
は
な
く
て
、

金
生
産
た
る
一
の
商
品
生
産
部
門
に
於
け
る
獲
化
が
他
の
各
種
商
品
の
生
産
部
門
へ
及
ぽ
す
責
本
の
分
配
か
ら
導

く
も
の
で
あ
る
。
そ
は
金
と
一
一
般
物
債
水
準
と
の
闘
係
を
数
量
説
の
如
き
無
機
的
機
械
的
説
明
に
よ
る
に
非
や
し

て
、
之
を
ぱ
有
機
的
構
成
的
説
明
に
於
い
て
提
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
等
の
事
情
は
、
封
外
閥
係
よ
り
し
て
一
固
に
金
が
流
入
し
、
又
は
涜
出
せ
る
と
き
に
於
い
て
も
、
そ
の
金
は

己
に
商
品
と
し
て
慣
値
を
有
す
る
も
の
?
と
解
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
ぞ
は
寧
ろ
封
外
的
に
は
商
品
の
流
出
又
は
流
入

の
結
果
と
考
ふ
べ
〈
、
従
っ
て
例
へ
ば
か
〈
の
如
き
商
品
の
流
出
は
、
其
の
金
の
疏
入
園
の
特
定
債
格
が
金
の
流

出
闘
に
比
し
低
い
結
果
に
外
な
ら
な
い
(
反
封
の
場
合
は
結
果
は
そ
の
反
封
)
。
去
に
抗
入
せ
る
金
分
量
も
直
ち
に

金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

O 
七

五
五
五

第
四
披

Vnrga:金生産と物俣瞭貴(笠信太郎持金と物償 pp.21-22， p. 192.) 
Varga: Op. cit. p. 22 
13auer: Op. cit. pp. 123-125. 



一O八

貨
幣
分
量
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
こ
と
な
く
、
中
央
銀
行
の
義
行
準
備
と
な
る
も
の
で
あ
h
、
従
っ
て
そ
の
一
般
物

金
の
意
義
に
就
い
で

第
三
十
七
巻

五
五
六

第
四
時
帆

債
水
準
に
及
ぼ
す
作
用
色
、
金
分
量
が
直
ち
に
貨
幣
分
量
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
金
の
枕
入
に
よ
る

準
備
率
の
増
加
、
割
引
率
の
引
下
を
通
じ
て
貸
出
資
本
の
増
加
と
な
っ
て
、
始
め
て
そ
こ
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ

り
、
此
の
意
味
に
於
い
て
依
然
金
主
一
般
物
債
水
準
と
の
闘
係
は
逐
衣
的
で
あ
ち
、
部
分
的
で
あ
4
0
と
考
ふ
べ
き

で
あ
る
。

官
唱
唱
耐
‘
，

f
H，
R-
〉

w
・
由

t
E
Z宮
圏
悶

t
B
F
7
酌
除
、
，

l
d圃

f

m』

d
m
止
叫
ド
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vd
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1
唱
F
陶
刊
」
諸
問
盟
問
晴
山
吋

44』唱・
4
u
J
F
E
E
R
喉
a
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以
上
の
如
き
立
場
に
劃
し
て
最
後
に
考
へ
ら
れ
る
立
場
は
金
は
貨
幣
た
る
と
同
時
に
商
品
で
あ
る
と
す
る
立
場

で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
資
本
主
義
制
震
構
枇
舎
に
於
い
て
、
金
は
輩
な
る
商
品
で
は
な
い
。
そ

は
債
値
の
尺
度
た
る
と
共
に
債
格
の
標
準
と
な
る
。
金
が
こ
の
意
味
に
於
い
て
貨
幣
七
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る

が
、
更
に
金
は
ま
だ
同
時
に
今
日
の
資
本
主
義
制
経
済
枇
曾
に
於
い
て
勢
働
の
生
産
物
左
し
て
生
産
さ
れ
、
素
材

債
値
を
有
つ
も
の
と
し
て
一
の
商
品
で
め
る
。
こ
の
故
に
金
を
以
っ
て
或
は
貨
幣
な
り
左
し
、
或
は
商
品
な
り
と

す
る
見
方
は
、
金
に
閲
す
る
限
り
、
す
べ
て
一
面
的
な
見
方
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な

h
、
金
へ
の
理
解
は
必
然

的
に
其
の
貨
幣
商
品
で
あ
る
い
ふ
黙
に
於
い
て
、
英
の
み
一
面
的
把
握
が
成
さ
れ
た
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
各
。

こ
の
意
味
に
於
い
て
、
金
は
一
の
特
種
な
る
商
品
で
あ
る
が
、
更
に
機
能
的
に
見
て
も
、
金
は
業
の
生
産
に
臆

じ
て
常
に
何
時
に
で
も
他
の
商
品
に
交
換
き
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
(
一
隠
は
産
出
さ
れ
た
金
は
鋳
貨
え
は
免
換
券
に
換
へ
ら
れ



る
が
、
併
し
そ
が
金
白
債
値
を
完
全
に
代
表
ナ
る
限
p
、
金
が
地
金
回
会
:
直
接
に
商
品
と
交
換
さ
れ
る
白
と
少
し
も
塑
b

な
乙
此
の
酷
は
他

の
商
品
と
具
る
。
他
の
商
品
に
あ
っ
て
は
、
業
の
生
産
者
は
先
づ
貰
っ
て
貨
幣
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
他
の
商
品

を
買
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
。
然
る
に
金
の
生
産
者
は
か
く
の
如
き
迂
回
的
方
法
に
よ
ら
守
し
て
、
本
来
的
に
他
の

商
品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
金
が
他
の
商
品
企
異
り
、
本
来
貨
幣
た
る
の
機
能
含
有
っ
て
ゐ
る
特
種

な
る
商
品
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
か
〈
金
は
如
何
な
る
商
品
に
劃
し
で
も
交
換
さ
れ
る
の
み
で
な
〈
、
ま
た
債

値
の
退
鵡
捕
手
段
と
し
蓄
積
さ
れ
る
が
、
ま
に
何
時
で
も
交
換
に
用
ひ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
金
は
一
般
的
な
る
富
の
所

有
の
封
象
と
な
り
、
無
限
の
所
有
懲
の
針
象
と
な
る
。
し
か
も
そ
は
貨
幣
商
品
の
み
が
有
つ
特
性
て
あ
る

v

金
は
此
の
意
味
仁
於
M
U
る
特
殊
な
る
商
品
で
み
P
Z
いか
u

そ
の
生
産
仁
掛
町
名
相
型
化
は
"
そ
れ
自
開
毘
ぴ
他
め
商

品
生
産
部
門
に
於
け
る
影
響
を
通
じ
て
、
一
般
物
債
水
準
に
影
響
す
る
と
共
に
、
更
に
流
通
手
段
と
し
て
も
亦
同

様
責
本
開
係
を
通
じ
て
一
一
般
物
債
水
準
に
其
の
影
響
を
及
ぽ
す
。
此
の
貼
に
つ
い
て
は
己
に
遁
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

ち
、
今
は
再
論
を
き
け
る
。
惟
金
が
商
品
た
る
二
聞
を
有
っ
こ

k
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
と
し
て
も
、
其
の
如

何
な
る
種
類
の
商
品
な
る
か
に
つ
い
て
は
従
来
必
宇
し
も
意
見
は
一
致
し
て
居
ら
な
い
。
こ
れ
に
闘
し
で
は
二
つ

の
方
面
が
考
へ
ら
れ
る
。

第
一
は
金
も
亦
商
品
と
し
て
は
一
般
商
品
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
で
あ
る
。
こ
の
見
方
に
従
へ
ば
、
金
た
る
商
品

は
、
業
の
生
産
費
を
増
加
せ
宇
し
て
、
生
産
を
増
加
し
得
る
が
如
き
種
類
の
商
品
で
あ
る
と
謂
ふ
の
で
あ

Au

第
二
は
金
は
商
品
と
し
て
は
特
殊
商
品
で
あ
る
・
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
そ
は
例
へ
ば
農
産
物
の
知
き
商
品
で
あ

金
の
意
義
に
就
い
て

第
四
務

第
三
十
七
巻

五
五
七

一O
九

Rauer: op. cit. p. 124・20) 



金
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っ
て
、
業
の
生
産
費
は
最
も
不
利
な
る
生
産
保
件
の
下
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
一
不
き
れ
、
し
か
も

常
ほ
其
の
需
要
ぞ
漏
す
上
に
於
い
て
之
を
必
要
と
す
る
が
如
き
商
品
?
あ
る
と
謂
ふ
。
謂
は
ゆ
る
農
産
物
の
市
場

債
格
が
、
最
も
収
盆
少
〈
地
代
な
き
土
地
の
生
産
費
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
ふ
も
亦
此

の
意
味
に
外
な
ら
な
い
。

第
一
の
場
合
に
於
い
て
は
、
商
品
慣
格
は
生
産
費
の
械
少
に
よ
っ
て
低
下
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
場
合
に

証
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最
も
不
利
な
る
も
の
も
一
定
の
生
産
費
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
争
、
し
か
も
之
を
必
要
と
す
る
が
如
き
商
品
債
格

が
標
準
償
格
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
で
も
し
其
の
聞
に
於
い
て
生
産
費
に
改
善
が
行
は
れ
る
に
於
い

て
は
、
業
の
結
果
は
唯
相
調
的
に
有
利
な
る
関
係
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
も
の
の
利
盆
を
増
加
せ
し
め
る
の
み
で

あ
っ
て
、
此
〈
の
如
き
事
情
こ
そ
は
ま
た
正
に
金
生
産
に
於
け
る
事
情
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

金
生
産
に
於
い
て
は
、
恰
も
農
産
物
の
生
産
に
於
け
る
と
同
様
、
最
も
不
利
な
る
健
件
の
下
に
於
い
て
生
産
さ
れ

る
金
炉
、
ぞ
の
債
格
を
決
定
す
る
も
の
で
J

の
り
、
こ
れ
よ
り
有
利
な
る
も
の
は
、
そ
こ
に
差
額
地
代
を
獲
得
す
る

志
の
で
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
い
て
、
金
の
採
錆
又
は
精
錬
に
際
し
、
た
と
ひ
生
産
費
を
節
約
す
る
が
如
き
方
法
が
採
用
さ
れ

る
と
し
て
も
、
此
の
場
合
金
の
債
格
は
.
こ
れ
が
た
め
他
の
商
品
債
格
に
封
し
て
下
落
し
な
い
。
こ
の
生
産
費
改

良
の
結
果
は
、
従
来
採
掘
さ
れ
な
か
っ
た
金
鎖
の
採
掘
を
可
能
な
ら
し
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
郎
ち
金
の
生
産
費
は

Varga: op. cit. p. 14以下21) 



低
下
し
た
の
で
あ
る
炉
ら
、
そ
は
必
然
的
に
金
の
生
産
費
が
前
よ
り
も
低
下
せ
る
生
産
費
に
よ
っ
て
生
産
し
得
る

わ
け
に
な
る
が
、
併
し
此
の
場
合
に
も
債
格
を
決
定
オ
る
生
産
費
、
断
ち
最
も
不
利
な
る
保
件
の
下
に
生
産
さ
れ

る
金
の
生
産
費
は
依
然
と
し
て
前
と
同
一
で
あ
る
。

こ
の
事
買
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
従
来
最
も
不
利
な
る
般
態
に
置
か
れ
、
少
し
の
差
額
地
代
を
も
生
じ
な

か
っ
た
金
鏑
に
、
今
や
差
額
地
代
が
生
や
る
や
う
に
な
っ
た
こ
と
、
並
に
従
来
既
に
差
額
地
代
の
あ
っ
た
金
鍍
に

於
い
て
は
、
そ
の
生
産
費
の
低
下
に
膳
じ
て
、

そ
の
差
額
地
代
を
ぱ
克
に
高
め
る
や
う
に
な
っ
た
と
い
ふ
己
主
で

あ
る
c
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力
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骨

川

口
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ぜ
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V

J

グ
て
は
む

ぃ
。
た
と
へ
ば
生
産
費
の
極
端
な
減
少
に
よ
っ
て
新
に
生
産
ぎ
れ
に
金
が
、
過
剰
と
な
る
が
如
き
場
合
に
於
い
て

は
、
金
の
債
格
は
下
落
し
、
最
も
不
利
な
る
版
態
に
於
い
て
採
掘
さ
れ
つ
つ
あ
る
金
鏑
の
生
産
は
中
止
3
れ
る
こ

と
に
な
る
。
併
し
か
く
の
如
き
事
情
は
極
め
て
稀
に
し
か
起
ら
な
い
。
そ
の
歴
史
上
の
事
買
は
何
人
も
知
っ
て
ゐ

る
通
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
二
八
四
八
年
の
カ
リ
プ
ォ
戸
ユ
ヤ
の
金
錆
二
八
八
六
年
の
ト
ラ
ン
ス
グ
ァ
Y
の
金
鎖
、

一
八
九
六
年
の
ク
ロ
ン
ダ
イ
グ
の
金
銭
、

一
八
九
七
年
の
ア
ラ
ス
カ
の
金
銭
等
々
の
愛
見
の
際
の
如
、
き
こ
れ
で

め
る
。か

〈
て
金
は
一
般
商
品
と
し
て
よ
り
も
、
か
し
ろ
農
産
物
の
如
き
特
殊
商
品
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、

金
は
そ
の
限
り
に
於
い
て
貨
幣
商
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
は
上
越
せ
る
如
き
例
外
的
な
生
産
が
行
は
れ
る

金
の
意
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

五
五
九

第
四
日
碗



金
の
意
義
に
就
い
で
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第
四
時
現

場
合
の
外
は
、
ぞ
の
最
も
不
利
な
る
金
績
に
於
け
る
生
産
費
に
よ
っ
て
そ
の
債
格
が
決
定
さ
れ
る
。

或
は
金
の
無
限
の
需
要
は
、
中
央
銀
行
が
一
定
債
格
を
以
っ
て
金
の
買
入
ぞ
規
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ

の
意
味
よ
り
し
て
金
の
側
に
於
け
る
事
情
は
一
般
物
憤
水
準
に
劃
し
て
無
関
係
な
り
と
主
張
す
る
見
丸
が
め
る
。

併
し
、
金
を
以
て
貨
幣
商
品
な
り
左
解
す
る
限
り
に
於
い
て
は
、
こ
の
金
一
炉
貨
幣
商
品
た
る
こ
と
は
、
中
央
銀
行

の
賀
入
債
格
の
一
定
と
無
閥
係
に
、
描
剰
生
産
の
起
ら
F
る
か
ず
り
、
そ
の
需
要
Jf
ぱ
無
限
に
生
ザ
し
め
る
も
の

か
の
中
央
銀
行
が
金
の
憤
絡
佐
一
定
し
て
こ
れ
を
買
入
れ
る
こ
と
d
市
ぞ
改
各
凶
民
組
神

が
相
互
に
濁
立
し
て
ゐ
る
関
係
よ
り
起
る
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
金
が
債
値
の
退
難
者
と
し
て
重
要
視
3
れ

;

、

.

.
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f
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る
こ
と
が
、
こ
の
買
上
な
〈
し
で
も
、
ま
た
は
こ
の
買
上
と
掴
倒
立
し
て
も
析
は
れ
た
こ
土
、
ま
た
は
行
は
れ
て
ゐ

乙
こ
と
を
論
詰
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
く
の
如
き
買
上
が
、
決
し
て
金
の
債
格
よ
り
惹
起
3
れ
る
も
の
と
は
考
へ

ら
れ
な
い
。
従
っ
て
か
〈
の
如
き
意
味
よ
ち
し
て
、
金
の
債
格
の
一
定
、
ま
た
そ
の
一
般
物
債
水
準
に
及
ぽ
す
影

響
を
ぱ
中
央
銀
行
に
よ
る
金
の
無
限
の
需
要
に
よ
る
と
主
張
し
て
、
金
敷
量
説
的
見
方
を
否
定
し
、
以
て
之
に
劃

す
る
反
批
判
を
試
り
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
か
ら
う
れ
γ

惟
ふ
に
か
〈
の
如
き
考
へ
方
こ
そ
は
、
寧
ろ
敷
量
説
的
見
方
の
成
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
金
の

債
格
を
其
の
中
央
銀
行
に
よ
る
買
上
債
格
に
よ
っ
て
、
決
定
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
，
金
の
債
値
を
そ
の
生
産
閥
係

に
於
い
て
奥
へ
ら
れ
る
固
有
憤
値
に
於
い
て
見
や
し
て
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
成
立
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

22) Hilferding:貨鮮と商品(笠信太郎課:金主物依 p..39ー)
23) Hiげerding:貨鮮と商品(笠信太郎課:金と物1l!(p.. ~i 1.) 



玉
、
結

言

是
に
由
っ
て
之
伝
説
れ
ば
、
金
の
意
義
は
今
日
一
般
的
世
曾
的
の
開
心
の
封
象
と
な
っ
て
ゐ
る
金
数
量
説
的
意

義
、
師
ち
金
を
以
っ
て
貨
幣
金
な
り
と
す
る
考
へ
よ
り
出
費
し
て
、
金
を
以
っ
て
一
の
商
品
な
り
止
す
る
考
へ
方

に
ま
で
其
の
考
察
ぞ
進
め
得
る
が
、
併
し
在
見
は
此
等
雨
者
の
何
れ
に

6
輿
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
金
が
今

日
の
資
本
主
義
制
経
持
枇
曾
に
於
い
て
有
つ
意
義
は
、
最
後
の
段
階
た
る
金
を
以
っ
て
貨
幣
商
品
と
す
る
見
方
に

ま
で
建
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
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段

債
値
の
支
捕
手
段
と
し
て
某
の
存
在
は
認
識
せ
ら
れ
、

も
.
常
に
資
本
主
義
制
鰹
梼
一
吐
舎
の
債
値
尺
度
、
債
格
の
標
準
と
し
て
最
後
の
鍵
を
握
り
、
以
っ
て
其
の
存
在
理

如
何
ゃ
う
の
現
象
形
態
に
於
け
る
錯
綜
が
あ
っ
て

由
を
強
調
し
得
る
と
信
中
る
色
の
で
あ
る
。

金
の
煮
義
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

五
六
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